
◆受講料について

　　：特別割引講座のため、同一講座１社複数名の

                          同時申込みの割引は適用されません。

◆申込みについて

　　：参加ご希望の方は申込み用紙に必要事項をご記入のうえ、

　　　FAX03-5733-4187へお申込みください。 

　　　申込みを確認次第、請求書・受講券・会場案内図をお送りいたします。 

　　：お申込みされてから７日間（土日・祝日を除く）が経っても

　　　請求書・受講券・会場案内図が届かない場合は、ご一報ください。

　　：お申込み後はキャンセルできませんのでご注意ください。

◆支払いについて

　　：(１)銀行振込み、または(２)当日会場での現金払いにてお願いいたします。 

　　：原則として受講料のご入金は、開催日までにお願いいたします。

　　：原則として銀行振込みの場合、領収証の発行はいたしません。

　　：銀行振込みの場合、手数料はご負担ください。

◆個人情報の取り扱いについて

　　：ご記入の個人情報は当社プライバシーポリシーに基づき、厳重管理

　　　いたします。当社プライバシーポリシーはホームページにてご覧下さい。

サイエンス＆テクノロジー株式会社
〒105-0013  東京都港区浜松町2-7-14 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　KAMONビル2F

　TEL：03-5733-4188   FAX:03-5733-4187

     URL:http://www.science-t.com

Science  &  Technology

技術者・研究者のための

　　講習会の開催・書籍の出版

講師紹介割引　23,600円

技術セミナーのご案内　この用紙でのお申込みは受講料が半額になります。

講師紹介割引 23,600円

会社名・団体名

所属部署

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

備　考

〒

役　職

お支払い方法(現金･銀行振込)    ・支払い予定日      月       日　

今後の案内　　□E-mail登録済　□E-mail希望　□郵送希望　□FAX希望　□希望しない

＜セミナー参加申込書＞　A091040(モータ用磁性材料)　10/28

47,250円（消費税込み)  →

モータ用磁性材料の技術動向と損失低減・解析

◎低損失、高効率・小形軽量・高出力化に対応する  
◎実機性能に及ぼす影響、劣化とその対策 

資料・昼食付

●日時　2009年10月28日(水) 10:30～15:45

●会場　東京・大田区平和島 東京流通センター 2F 第2会議室B

●受講料 　47,250円（消費税・昼食代込み)  → ※資料・昼食付

１．モータにおける損失解析手法
　1.1 電磁界解析法
　1.2 高調波損失分析法
　1.3 永久磁石の損失解析
　1.4 電磁鋼板の損失解析

２．損失解析の応用事例と解析結果
　2.1 誘導モータ　2.2 永久磁石モータ
３．モータの損失低減事例
　3.1 分布巻IPMモータの高調波鉄損低減
　3.2 集中巻IPMモータの永久磁石渦電流損低減

１．Nｄ磁石の高性能化の動向
　高保磁力、高エネルギー積と理論限界、ナノコンポ、Dy拡散
技術、微結晶化技術、Dy-free
２．モータ用途のNｄ磁石技術課題
　減磁、着磁、長期信頼性、耐食性
３．La,Co系高性能フェライト磁石
　12材質の特徴、6、9材対比のメリットは？　コスト分析、特許　

４．希土類資源問題とその対応
　中国政策、E/L発行枠規制、中国環境問題、その他の地域
の鉱山採掘現状、将来コスト見直し
５．中国製Nｄ磁石の現状について
　中国工程と日本の工程、その問題点、耐食性、特性バラツキ
、長期信頼性は？？

１．モータにおける鉄心の位置づけと役割
　1.1 モータ出力(トルク)と素材特性の関係
　1.2 モータ損失と素材特性の関係
　1.3 鉄心への要求機能と課題
２．モータ用鉄心材料の種類と特徴
　2.1 鉄心材料の種類と特徴
　2.2 電磁鋼板の種類と特徴
３．モータの小形軽量･高出力化のための鉄心素材の選定と
使用法
　3.1 モータ界磁とモータ磁気回路設計に対応した鉄心技術
　3.2 高出力化による発熱対策と鉄心技術
　3.3 高速回転などのための鉄心技術
４．モータの低損失高効率化のための鉄心素材の選定と
使用法
　4.1 モータ損失の種類と高効率設計条件

　4.2 鉄損における鉄心素材要因と低鉄損材料
　4.3 モータシステムにおける高効率化
５．モータにおける実機性能と問題点
　5.1 鉄心における実機性能と鉄心素材特性の相違
　5.2 鉄心素材加工における劣化と対策
　5.3 積層鉄心における問題点と対策
　5.4 鉄心固定における劣化と対策
６．モータ解析のための鉄心素材特性と鉄心性能のモデリン
グ技術
　6.1 磁化特性のモデリング
　6.2 鉄損のモデリング
　6.3 異常渦電流損を盛り込んだMaxwell方程式
　6.4 積層鉄心のモデリング
７．モータ用鉄心素材技術の将来動向
　7.1 電磁鋼板の特性向上の可能性

第1部≪10:30～11:50≫　モータ用電磁鋼板、永久磁石の損失解析 
千葉工業大学 工学部　電気電子情報工学科 教授 博士(工学)　山崎 克巳　氏 
 

第2部≪12:30～14:00≫　モータ用Nｄ磁石の高性能化と今後の課題 　
Nd Magnet Consulting 元日立金属(株) NEOMAXカンパニー 主管技師 工学博士　山本 日登志　氏

第3部≪14:15～15:45≫　モータ用鉄心材料の最新動向   　
北九州工業高等専門学校 電気電子工学科 教授 工学博士　開道 力　氏


